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LFPI外部アドバイザー

生駒山の水源地の一つ枚岡神社は、広葉樹に覆われて豊かな水を生み出してきま
した。

昨年、水の神様を祀る若宮の美しいご本殿が350年ぶりに再建され、遷座祭に神
職としてご奉仕させていただきました。そのコンコンと湧き出づる水が瀧となり、
平安時代から禊場として氣枯れを祓い清め、修行者である私もその恩恵をいただく
一人です。

先祖の供養をおつとめした後は、朦朧とし背中にのしかかるような重みは神の氣
が枯れている証ゆえ、瀧に打たれます。すると先程までの重みは不思議と消え、神様
からいただいている氣は元に戻り、水の霊力を思い知らされます。

朝の日課は神社参拝とお墓参り。ご神水をいただき墨を磨り、制作に没頭します。
神職としても書家としても、水で清めることは必須であり、美しい水に恵まれてい
る日本に生を受けたことに感謝が溢れます。

その水に覆われた美しい青い星は今、劣化の一途をたどり、傷ましい姿となっています。経済ばかりを追う人間が招いた
結果です。このままで良いのでしょうか？

生きとし生けるものが幸せに生きていける地球に戻し、次世代へつないでいくのが私たち大人の成すべきことではないでしょ
うか。そのためにすべきことは何でしょう？

一人一人が意識を変え、日常の小さなことを積み上げていかなければ地球は、より壊れていってしまうでしょう。

私は神職、書家として、慈しみの心を伝えていかなければならない使命があるのだろうと強
く感じるのです。長岡先生とのご縁をいただき、こうしてLFPIの皆様との繋がりは大きな力に
なるものと勇気をいただけます。

半世紀以上書道を続け、数知れない作品を生み出して思いますには、人の心に響く作品とは、
常に自己の霊（たましい）を磨き、祓い清め、その相手の幸せを祈りつつ筆をもつ。それは波動
となり、それぞれの小さな世界を変えることになります。それを点とするならば、数々の点を
繋ぎ線とし、線から大きな輪になるよう力を尽くしてまいりたいと思います。

神職として霊をより磨き、神様と人の仲執り持ちとしてお役に立てるよう、また書家として
人の心に寄り添い、励まし、支えることのできる作品を生み出し、日本の文化を伝えることがで
きるよう精進してまいります。

まだまだ至らぬ小さな力ですが、真摯に丁寧に日々を重ねてまいります。ご指導いただけま
すようお願いいたします。

2022年も屋久島に赴きました。山から湧き出る豊かな水が美しい苔を育み、私の心を癒し
てくれました。
弥栄。

神職として書家として 生きとし生けるもののために
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個人表彰：左から  波田氏、辻本氏、柳氏、長岡会長団体表彰：�左から  ニチダイフィルタ株式会社代表取締役社長  
中村篤人氏と長岡会長

第26回 定時総会（議事・表彰）

日　　時：	2022年10月25日 14時30分～15時50分　（交流会）17時30分～19時30分

会　　場：	アルカディア市ヶ谷私学会館

参 加 者：54名

第26回定時総会がアルカディア市ヶ谷私学会館にてオンライン併用で開催され、会場参加者38名、オンラ
イン参加者16名、委任状提出者25名、合計79名の参加にて行われた。

第一号議案「第26期の事業報告及び会計報告」では、行事開催数10件、委員会等開催数60回の事業及び会計
の収支差額436万円（前期比＋92万円）が報告され承認された。

第二号議案「定款及び規定改訂」では「会員の定義」に関する条項の定款への統合及び用語「会費」の「年会費」へ
の改訂、並びに「入会金及び年会費に関する規定」における特別団体会員との会費相殺条項の追加が提案され、
承認された。

第三号議案「役員改選」では、第27期の新幹事として日本リファイン株式会社の佐藤貴寛氏とJNCフィルター
株式会社の川崎真生氏が、また、新外部アドバイザーとしてアスリートフードマイスターの村山彩氏が推薦され、
承認された。

第四号議案「第27期の事業計画と予算案」では、代表幹事の代理として長岡会長から第27期の幹事会の運営
方針及び目標が発表され、続いて各委員長からも第27期の計画、目標、メンバー構成等が発表され、予算案と併
せて承認された。

表彰式では、団体表彰として、ニチダイフィルタ株式会社及びアクア環境株式会社が表彰された。また、個人
表彰では、柳基典氏、辻本政志氏、波田達也氏、滝川至氏、石原健氏、鎌田栄治氏（順不同）の6氏が表彰された。

〈LFPI事務局長　諏訪 秀行〉
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天江 喜七郎 氏 講演会風景

第26回 定時総会（講演会）

総会終了後休憩を挟み、元在ウクライナ全権大使の天江喜七郎氏から「ウクライナ戦争と今後の国際情勢」と

いうタイトルで講演していただいた。今や世界中の最大の関心事であるウクライナ問題とあって皆が真剣に聴

講した。

講演では、ウクライナの歴史的背景から何故ロシアが侵攻したのかという説明が最初にあり、これまでニュー

スなどで一応わかっていたつもりであった二国間の関係を改めてしっかりと理解することができた。また、プー

チン大統領とゼレンスキー大統領のパーソナリティーの違いの説明もあり、ウクライナがロシアという大国に

屈服せず更に反転攻勢に出ている要因に、ゼレンスキー大統領の抜群のチームワークやユダヤ系の国際的ネッ

トワークがあるのでは、と見解を述べられた。

ウクライナ戦争の今後のシナリオは複数考えられるが、結果にかかわらず今後ロシアの攻勢は東に向かう可

能性が高い。そうなると東アジアでは日米韓（台）vs中露朝の構図で緊張が高まることになる。そんな中で日本

がすべきことは、「和を以て貴しとなす」首脳外交であり、米中対立緩和のための両国の橋渡しや、中国、韓国と

の安定的な信頼関係の構築、ASEANとの関係強化などが重要であると話された。

最後に、今地球では異常気象、温暖化、戦争、エネルギー危機、食糧危機、金融危機などが起こっており危機的

状況である。地球自体が生命体であると考え、「今こそ生命体としての地球の尊重を」という言葉で講演が締め

くくられた。

〈広報委員　初川 拓朗〉
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交流会風景

講演会終了後は会場を隣室に移し、立食形式の交流会が催された。コロナ禍のため実に三年ぶりの交流会で

あり、皆がその雰囲気を懐かしんだ。

交流会では司会の大塚理事がまだ会場に到着していないにも関わらず、長岡会長が挨拶を始めてしまうとい

うハプニングもあり、最初から一気に会場が和んだ。会長の挨拶中に無事司会も到着し、長岡会長が引き続き乾

杯の発声を行い、交流会がスタートした。美味しい料理とお酒で饒舌になったところで昨年度入会した企業の

方々、総会で表彰された方々の挨拶が強要（？）された。講演いただいた天江氏は大人気であり、講演会では聞け

なかったような質問が相次いだが、そんな質問にも実に楽しく答えていただけた。どんな内容であったのか報

告したいところではあるが、とても紙面に書けないような内容が多かったので割愛させて頂く（笑）。

三年ぶりの立食パーティーで皆の足が疲れてきたころを見計らい、斎藤会長補佐の中締めをもってお開きとなっ

た。しかし中締め後もまだ料理が残っていたため、食品ロスを減らそうというSDGs意識の高いメンバーが残

り交流会は続き、最後は諏訪事務局長の三本締めで閉会とし、雨の市ヶ谷の街に散会していった。そして筆者は

会長のお供で二軒目に・・・・。

〈広報委員　初川 拓朗〉

第26回 定時総会（交流会）
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2022年12月7日～9日 「第7回ドリンクジャパン」での出展の様子

企業紹介   宇津商事株式会社

宇津商事は創業から106年となる化学品の専門商社でございます。

国内拠点は東京本社・大阪・仙台となりますが、2023年1月に熊本にも拠点を増やすこととなりました。海外

拠点は上海・シンガポール・台湾の3カ所を有しております。この7拠点で、化学品分野、エレクトロニクス分野、

医農薬原料・中間体・受託合成、樹脂関連分野、環境関連分野を、国内外問わず活動しております。

弊社には9つの営業部署があり、その中で今年LEPI入会させて頂いたのがアクアソリューション部になります。

アクアソリューション部では下記の製品を取り扱っておりまして、今後更に水処理の知識と取扱製品を増やし

ていきたくLFPIに入会致しました。

■取扱製品
◦各種水処理膜（MF膜 UF膜）

◦各種カートリッジフィルター

◦水処理設備（上水処理、排水処理、排水回収等）

カートリッジフィルターは、LFPIに入会されています安積濾紙株式会社様の製品を扱わせて頂いております。

弊社の強みとしましては、創業から106年間で培われた豊富な経験や人脈、各部署ごとの垣根を超えた横の

繋がりの太さだと自負しております。アクアソリューション部ではこれらの強みを活かし、お客様のニーズに

お応えできる製品・サービスを提案しております。

今後、LFPIの会員の皆様とは色々な形で交流していきたく、宜しくお願い致します。

〈宇津商事株式会社 アクアソリューション部　大須賀 匠〉
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バイオインパクト スミシックナー

企業紹介   住友重機械エンバイロメント株式会社

1960年代初頭に下水道事業に参入した住友重機械工業（1888年創業）から、2007年に水処理プラント部門

を独立して設立されたのが住友重機械エンバイロメントです。2017年にプラント修繕や運転管理のアフターサー

ビス部門の関連会社である住重環境エンジニアリングを吸収合併し、幅広い事業を展開しています。

当社は、民需分野の水処理全般の「環境プラント統括部」、上下水道およびし尿処理全般の「水処理統括部」、施

設運転管理の「運転管理統括部」、技術開発や水質分析を担当する「環境技術センター」があり、水処理のトータ

ルソリューションカンパニーとして、住友重機械グループにおける環境・エネルギー事業の一翼を担っています。

民需分野の水処理は特に注力しており、製造に使用する用水・純水製造から排水処理まで、プラントエンジニア

リングからアフターサービスまで、ワンストップでお客様の問題解決の活動をしています。

嫌気処理装置の「バイオインパクト」シリーズ、高速凝集沈殿装置の「スミシックナー」シリーズ、用水・純水製

造装置の「イーグル」シリーズなど、お客様の多様なニーズにあった商品をラインナップして、皆様からのお声

掛けをお待ちしております。

本会の活動を通じて業界発展の一助となればとの思いで、入会させていただきました。今後とも何卒よろし

くお願いいたします。

〈住友重機械エンバイロメント株式会社 環境プラント統括部エンジニアリング部　安部 俊彦〉
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　　技術委員のつぶやき話（その51）
ユニチカ株式会社　小野 貴博

＜ Snipping Tool ＞
今回は、Windowsの便利ツール“Snipping Tool”を紹介しようと思います。既に知っているという方は、当たり前のこ

としか書いていませんので読み飛ばしてください。Macユーザーの方はどうもショートカットキーで同じような機能があ
るようです。

実は私も数年前までこのツールを知りませんでした。以前、私の会社のグループミーティングの中で、「仕事に役立つ豆知識」
を交代で紹介する取り組みを行っていた中で、ある女性社員が紹介してくれました。こんな便利な機能があったのかと感動
したことを覚えています。パソコンの便利技というのは、いちいち教えてくれる人がいるわけでもなく、一人で資料作りな
どしていると「知らない」ということを知らないままでいることが多いものですよね。

それでは本題です。Snipping Toolは、パソコンの画面に表示されている画像の好きなところを選択して切り出すことが
できるソフトです（キャプチャと言います）。切り出した画像はJPEGその他の画像ファイルとして保存することもできます
し、そのままコピーして資料に貼り付けることもできます。画面全体をコピーするスクリーンショットやプリントスクリー
ンもありますが、好きなところだけを選んで切り出せるので、圧倒的に便利だと感じています。

いろいろな機能はありますが、以下に代表的な使い方を図でお示しします。会員企業の読者の方で少しでも「役に立った」
と思っていただけたら嬉しいです。
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ボルシチ ビーツ

）（ ウクライナの伝統料理と 
スーパーフード

広報委員会がちょっと調べてみました
情報アレコレ

第28回

この冬もエネルギー価格の高騰による暖房の節約で寒
い思いをしていませんか。こんな時は温かいスープで温
まりたいものです。

ボルシチがロシア料理ではなくウクライナ料理である
ことを最近知った方も多いのではないでしょうか。筆者
もその一人です。ボルシチという名前はウクライナ語か
ら来ており、古い言葉で赤いスープを意味するブリ・シチー
が由来だとされています。ボルシチはキエフ大公国時代
にビーツを使ったスープが各地に広まり、世界三大スープ
と称されるまでになりました。三大スープと言っても実
はなぜか4つあり、タイのトムヤンクン、中国のフカヒレスー
プ、フランスのブイヤベース、ウクライナのボルシチがこ
れにあたります。ビーツの鮮やかな赤色の見た目と細か
く刻んだ肉や野菜がたっぷり入っているのがウクライナ
のボルシチで、パンプーシュカ（ウクライナ伝統の丸い揚
げパン）が添えられるのが流儀です。一方スープにハムや
ソーセージを加えるのがモスクワ流とされています。ウ
クライナからポーランドやロシアに伝わったボルシチは様々
な変化を遂げていき、地域によっては肉団子やベーコンを
入れたり魚や鶏肉を使ったりすることもあります。また
野菜も様々でリンゴを入れる地域もあるようです。赤く
ないボルシチもあります。ビーツを使わずに葉野菜をたっ
ぷり使ったグリーンボルシチはウクライナやロシアの伝
統料理です。ポーランドのホワイトボルシチはライ麦やオー
トミールを発酵させた酸っぱいスープで、卵や生ソーセー
ジの上にかけて提供されます。

ビーツは日本ではあまり馴染みのない野菜ですが、地
中海沿岸を原産とするサトウダイコンの一種で主にアメ
リカ、オランダ、ニュージーランド、オーストラリアで生
産されています。日本でも近年では北海道や長野、茨城、
熊本などで生産が行われています。ビーツは意外なこと
にホウレン草と同じ科に属し和名は火焔菜（カエンサイ）
といいます。ビーツは最近ではその健康、美容効果が注目
され「奇跡の野菜」とか「食べる輸血」などと言われ、スー
パーフードの一つとして注目されています。ビーツは鉄、
カリウム、カルシウム、リン等のミネラルや葉酸を豊富に
含み、また赤い色素であるベタシアニンはポリフェノール
の一種で強い抗酸化作用があり、これがガン予防に効果が
あることが分かっています。同じく抗酸化作用のあるア
ルファリポ酸も含まれています。これはグルコースレベ
ルの低下やインスリン感受性レベルを増加させ糖尿病の
コントロールに役立つだけでなく、新陳代謝を高め体脂肪
の増加を抑制することでダイエットにも効果があります。
更に特筆すべき成分として硝酸イオンがあります。硝酸
イオンは体内に摂取されると一酸化窒素（NO）を生成し
ます。一酸化窒素は血行を改善すると同時に血管を柔ら
かくする作用があり、血栓の発生を防ぐと共に動脈硬化の
予防に繋がります。狭心症の患者にニトログリセリンが
処方されるのは、ニトログリセリンが体内で加水分解され
て生成する一酸化窒素による血管拡張作用を誘導するた
めです。この血管拡張作用は脳への血流を促進することで、
認知症の予防にも繋がります。

ウクライナの1月の平均気温はマイナス4℃。時にはマ
イナス15℃を下回る日もあるそうです。ウクライナに平
穏が訪れ、暖かい部屋に家族が集いボルシチを食べる、そ
んな日が一日も早く訪れますように。

〈メルテックス株式会社　初川 拓朗〉
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当社は、日本一の織金網の産地「松原」にある金網の専門メーカーです。ザルや茶こし、防虫網など普段目に

する物ばかりでなく、皆さんの目に触れないところであらゆる産業の重要部分、例えば、ろ過用、補強用、運搬

用などとしても数多く使用されています。

入社当初は織物や金網の知識がなかった為、電話対応や専門用語を覚えるのに苦労しました。リピートで購

入してくださる方以外にも、金網の知識がない方や一般のお客様からのお問い合わせも少なくありません。金

網の種類や用途は幅広く、社員の知識によって勧める商品も違います。働き始めて3年が経とうとしていますが、

未だにお客様からお問い合わせが来るたびにどんな物を、どんな用途で使用するかを上司に確認しながら知識

を増やしています。

そして今年から「チャレンジ22」という名前でSDGs、脱炭素、新規開拓、品質向上と生産性向上、システムの

デジタル化などに向けて社内で取り組みを行っていて、特に私は新規開拓チームとしてwebページ、クラウドファ

ンディング、サブスクリプション、脱炭素社会に金網で貢献できることについて考えているところです。

実際にクラウドファンディングでは、金網を使用した焚火台を作りました。お客様の目に留まるものや、金網

の概念を覆す新商品を常にお客様の立場に立って考え続けています。他にも社内DX化を進めるにあたって全

員でExcelの勉強を行ったり、お客様のクレームは勿論の事、社内で発生した細かい問題についても発生原因や

対策を徹底し解決に導きます。

このように、マツバラ金網株式会社は時代に沿って進化し続けています。私もまだまだ勉強中ではあります

が1つでも多くの知識を得て、お客様に満足していただけるような商品をお届けしたいと思っています。その為に、

積極的にセミナーなどにも参加し社内の作業効率を上げていきながら、自分自身のスキルアップを目指します！

変化をチャンスに
積極的にチャレンジ！

マツバラ金網株式会社

営業部　佐藤 愛海
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  私た
ちも頑張ってます！  ～若手社員の仕事風景～



筑波大学は、東京湯島に置かれた昌平坂学問所の流れを汲んで1872年（明治5年）に設立された東京師範学
校を創基として、これを引き継いだ1949年（昭和24年）設立の東京教育大学を母体とし、筑波研究学園都市構
想の中核として1973年（昭和48年）に茨城県筑波の地に設立された古くて新しい国立大学です。今年2023年
10月1日に、創基151年開学50周年を迎えます。

生物反応工学研究室は、東京教育大学に1964年（昭和39年）設置された生物化学工学科の流を汲み、大学教
育では生物資源学類（学士）、大学院教育では生物資源科学学位プログラム（修士）や生命農学学位プログラム（博
士）の学生を受け入れています。また、筑波大学は「開かれた大学」として、学際性と国際性を志向した教育と研
究を推し進めており、ライフサイエンス分野におけるイノベーション創出を担う人材を育成する英語の大学院 
ライフイノベーション学位プログラム（修士・博士）に所属する国内外の大学院生も受け入れています。さらに、
社会人を対象として、最短1年で課程博士号が取得できる早期修了プログラムの社会人大学院生も受け入れて
います。

SDGsの達成を目標に、この様に多様な学生が、食品や医薬品、化成品などの物質生産やプロセス開発に関す
る様々な研究課題に取り組んでいます。具体的には、食品機能成分や薬理成分を含むナノ／マイクロメートル
サイズのキャリア（担体）の開発を進めています。また、3Dフードプリンターを使用し、消費者個々の健康状態
に応じた栄養価やテクスチャーのテーラーメイド食品を作製するための基礎的検討も行っています。食品の消
化性をin vitroで評価するためヒト胃消化シミュレーター装置を開発し、消化性が制御された食品開発に向け
た知見を明らかにしています。さらに、循環型社会の実現に向けて、光合成により二酸化炭素を吸収して増殖す
る微細藻類を生物資源として有効に利用するため、ろ布や膜による微細藻類の効率的な濃縮・脱水技術や、微細
藻類を高温・高圧で処理する水熱液化によりバイオ原油を生産する技術の研究にも取り組んでいます。

様々な研究課題に取り組む上で、当研究室で共有し大切にしている学問手法は『化学工学』です。『化学工学』は、
移動論、反応工学、分離工学、および、プロセス工学を基盤として、自然現象をミクロからマクロまでマルチスケー
ルで捉え、対峙する事象にどのように取り組むべきか、その視座を与えてくれます。『化学工学』の知識と視座を
学んだ学生は、分子から宇宙まで将来どのような課題に対してもその解決への道筋を切り拓く地力を身に着け
ていると思います。先達から受け継いだ知識や技術をアップデートして、未来を担う次の世代へとより良い形
で引き継ぐため、研究室における活動を通じて、社会課題の解決に資する研究と人材育成に貢献したいと考え
ています。LFPIの皆様には、研究や修学などについてお声がけいただけましたら幸甚です。筑波大学生物反応
工学研究室をどうぞよろしくお願いいたします。

協力会員研究室紹介   筑波大学 生物反応工学研究室
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筑波大学生物反応工学研究室における研究
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Development of a human gastric digestion simulator (GDS) equipped with peristalsis function 
for the direct observation and analysis of the food digestion process

Microchannel Emulsification 
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Dewatering of microalgae culture and production of biocrude oil

3D Food Printing

Tailor-made foods 
with controlled 
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Dewatering
Filter cloth Hydrothermal 

liquefaction Biocrude oil

筑波大学生物反応工学研究室における研究

〈筑波大学 生命環境系 教授　市川 創作〉
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第27期の行事計画

当会が企画する本年度の行事計画です。それぞれ詳細が決まり次第ホームページ、メール配信でお知らせい
たしますので、皆様奮ってご参加いただけますようお願い申し上げます。

2月下旬

主 催：SDGs研究委員会
行 事：講演会

3月中旬

主 催：技術委員会（関東）
行 事：技術者養成セミナー
内 容：�①急速ろ過　　②限外ろ過　 

③イオン交換　④流体力学

3月下旬

主 催：青年部会（関西）
行 事：見学会

4月中旬

主 催：技術委員会（関西）
行 事：技術者養成セミナー、実験講座

5月下旬

主 催：環境・エネルギー委員会
行 事：見学会
内 容：大阪公立大学 人口光合成研究センター

6月下旬

主 催：産学共同委員会
行 事：フェスティバル（交流会）

7月上旬

主 催：国際交流委員会
行 事：海外情報セミナー

7月下旬

主 催：技術委員会
行 事：見学会または実験講座

8月上旬

主 催：青年部会（関東）
行 事：ワークショップ

〈広報委員会〉
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技術者養成セミナーのご案内

技術者養成セミナーは、水処理の単位操作を中心に12のテーマからなり、毎年4テーマずつ開催して3年で
一巡するものです。会員企業の新入社員および若手技術者の基礎力向上を目的に、それぞれの業務において“少
しかじったけど、もう少し知りたい”という人たちのために予習・復習の場を提供しています。今回は「水処理プ
ロセスの基礎」と題して、次の4テーマで開催します。

①急速ろ過（株式会社トーケミ・長續様）、②限外ろ過（岩井ファルマテック株式会社・中川様）、 
③イオン交換（オルガノ株式会社・横田様）、④流体力学（栗田工業株式会社・岩崎様）。

①急速ろ過
まずろ過の定義を述べた後、各種ろ過方式を俯瞰する。つづいて本題の急速ろ過について、特徴と用途、装置の
構造やろ過材の使い分け、除濁メカニズムなどを詳述する。さらに薬品を使用して溶解性の鉄やマンガンを除
去する接触酸化、凝集剤を使用するろ過法、および設計上の留意点についても解説する。

②限外ろ過
ろ過膜の選定に欠かせない指標として、膜の分離性能を示す分画特性や処理能力に関係する透過流束などを数
多くのデータと共に紹介する。また濃縮とダイアフィルトレーションの違い、モジュールの種類、さらに薬品洗
浄や保存方法についても解説する。

③イオン交換
イオン交換の原理、イオン交換樹脂の構造、用途などの基礎的事項から、使用時の留意点や再生方法まで網羅し
た内容である。イオン交換樹脂は、官能基、母体原料、母体構造により分類されるが、各々の特徴と反応について、
さらにイオン交換樹脂の選定に必要な各種特性値とその測定方法、樹脂の劣化要因について解説する。

④流体力学の基礎
一般に難解と言われる流体力学を極力平易に解説する。まず流れを支配する流体の物性と基礎方程式について
述べる。つづいて円管内の流れ場における圧力損失の推算法を紹介し、演習にてポンプの所要動力を求めて理
解を深める。最後に流体解析シミュレーション（CFD）について実施例を紹介する。

〈技術委員会〉
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　　技術委員のつぶやき話（番外編）
技術委員会 アドバイザー　澤田 繁樹

来る2023年3月6日に開催される技術者養成セミナーは、「水処理プロセスの基礎」と題して、次の4題の講
義が計画されている。

①急速濾過（株式会社トーケミ・長續様）、②限外ろ過（岩井ファルマテック株式会社・中川様）、 
③イオン交換（オルガノ株式会社・横田様）、④流体力学（栗田工業株式会社・岩崎様）

技術者養成セミナーは水処理の単位操作を主体に各回4コマとし、3年で一巡することで、会員企業の新入社
員を念頭に、若手技術者の基礎力向上を目的として技術委員会（関東支部）が計画実行しているものである。各
単位操作プラスアルファを3年で学ぶ機会を提供することは、初めての知らない技術の概要習得、ないし馴染
みある技術を復習してもらうための若手技術者養成の目的に則したものだと技術委員会は自負している。もう、
2、3巡はしたであろうか。最初に受講された新入社員は、今は強い中堅社員になって会社に立派に貢献されて
いることと思う。

なお、この講座の分類は最初に決めたものではなく、回を重ねるごとに自然にできあがり、“それなりに意味
のある”主テーマが三つになったというわけである。今回の主テーマは「水処理プロセスの基礎」と題しており、
深層粒状ろ過、膜ろ過、イオン交換という、二つの固液分離（粒子サイズ・分子サイズの分離）と液中のイオンの
分離の三つの単位操作と“流体工学”という一つの技術分野から構成されている。

最初の三つの単位操作と講師は即決であった。深層粒状ろ過は「濾材のトーケミさん」、限外ろ過は当時技術
委員であり現在リタイアされている「柚木さん」、イオン交換は「オルガノさん」に決まった。膜分離の精密ろ過
と限外ろ過、それにROは三つに分けて、会員若手社員をそれぞれ多く集客しようとの思惑が各委員にあり、膜
に代わる案が欲しいよなーと手詰まりになった時、液体を取り扱うLFPIだから、全単位操作に共通する「流体力
学」を入れたらどうかという提案をしたのが筆者であった。筆者が定年まで在職していた栗田工業さんに“しゃ
べれる化学工学屋さん”がいると講師名まで提案し「岩崎さん」に決まり、快諾していただき今回まで続いている。

もう一つ、この講座をシリーズで開催し演題と講師の依頼先を決めるアクションへの技術委員の背中を押し、
精神的負担を軽減させてくれたのが、2011年に刊行された「CD版・液体清澄化技術の基礎実験」である。これ
は松本先生が「基礎実験書作成委員会（仮称）」を主催され10年をかけて、今は亡き矢野OBが「技術用語集」と併
せてまとめ上げたものである。各単位操作の実験だけでなく概論編があり、この資料を使い、各執筆担当者を講
師に任せれば講師の負担が軽減するとの目論見であった。また、世代交代で講師が代わってもその資料を使えば、
新たな講師の負担が軽減するだろうということも、もう一つの目論見であった。それが、今回のセミナーで現実
化することになった。先に“リタイアされている柚木さん”と書いたが、柚木さんが講師で作成された講義用資
料スライドを後任の中川さんが用いて講義されることになった。柚木さんと中川さんに感謝するところである。
今後、このようなことが続くであろうが“著作権”の問題もLFPIとして解決しており、各講師の完全リタイアの
前に次の講師に“継承”していただくような取り組みが必要だろうと思っている。
「流体力学」の話しは難しくてと尻込みされ、“他の3題は身近で面白そうだけど、この1/4が帰って出す聴講

報告書を書くのに気が重いよな”という理由で不参加の若手技術者には、是非参加して欲しいセミナーである。
岩崎さんには流体の工学的取り扱いについて、馴染み深い管路やポンプ、タンク内の流れとエネルギーの話し
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写真1　Darcyさんの公園の看板 写真2　Darcyさんの銅像

を易しく理解できるように話していただいている。“Navier-Stokesの式”のさわりがチョット出たりするが、
円周の積分では“バウムクーヘンの一層の断面積”というような言い換えで、ぐいぐいと講義に引き込まれるこ
と間違いない。加えて“流体解析シミュレーション（CFD）”の紹介もある。先にタンク内の話しと書いたが、貯
留槽への導入管を45°振るだけで短絡流が減少するという話など、CFDを使った解析結果で紹介していただき、
日々応用できるところ多々ある。乞うご期待。

講義の順番であるが、「流体力学」を最初に、流れを取り扱う単位操作を後にした方がより個別の単位操作に
おける流体の取り扱いの理解が深まるのではないかとも考えたのだが、やはり1/4が不参加の強い理由で集客
数が減ることを恐れてこの順番にしている。

最後の話題は、流体の数式として「急速濾過」と「限外ろ過」の講義に出てくる、多孔構造の粒子充填層の流れ
で使われるDarcyの式である。Darcyの式は、砂ろ過層の水の流れを表す式として、1856年、フランスの民間
水道会社（リヨネーゼ・デ・ゾー）のディジョン市の技術者であったDarcyによって発表されたものである。私事
であるが、このDarcyさんの名前を冠した公園（写真1 ）がディジョン市にあり、その中心部にDarcyさんの銅
像（写真2 ）を朝の散歩で発見したのである。2015年に夫婦でフランスのアルザス・ブルゴーニュのワインの旅
というツアーに参加した折り、ブルゴーニュを経てディジョンに泊まったホテルの真ん前にその公園があった
のである。水道の一技術者の銅像？というのが日本人水処理技術者の驚きであった。さらに、フランス人は算
数ではなく「数式」や「公式」に「美」を見出すのではないか？というのが技術・工学に美を見出したい筆者の正直
な感想。それにしてもやはりリヨネーゼ・デ・ゾー（現スエズ）は強いというのが第二の感想。Darcyの式が出て
きたときにDarcyさんの銅像を思い浮かべてください。単純ですごい数式だと。

なお、「濾過」と「ろ過」の違いは、長續さんの講義で明らかになります。
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記後集編
LFPI会員の皆様、新年あけましておめでと

うございます。昨年秋に某定食屋でサンマ塩
焼き定食を注文したとき、サンマの姿の貧相さ
に愕然としました。とにかく小さくて細い。サ
ンマ特有の頭の後ろのやや盛り上がったフォ
ルムでもなく、ただただシュッとしている。い
つもなら頭と尻尾が皿からはみ出すところが
今年の奴は御行儀良く皿に収まっている。と
りあえず「さんま さんま さんま苦いかしょっ
ぱいか」などとつぶやきながら食してみる。味
と脂乗りはまあまあ。でも食べるところ少なっ！ 
このシュッとしたサンマはどこからやって来
たのだろうともう一度メニューを見ると北海
道産と書いてある。「ううむ、それはいかん、サ
ンマは目黒に限る」 お後がよろしいようで・・・。

今年もニュースレターをよろしくお願い申
し上げます。

〈メルテックス株式会社　初川 拓朗〉

会からのお知らせ
★	バナー広告はご利用されましたか？
会員特典の活用：�製品・企業認知度アップ！�

会員・閲覧者皆様への�
ご紹介に最適

効 果：�コンタクト作り�
• 会員企業様�
• 一般のビジター

リンク：�詳細とお申込み 
https://www.lfpi.org/ad/ 
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